
	
	基本発問と予想される生徒の反応
	指　導・援　助

	導入
	◇資料への興味を高める。

・これまで、だれかに親切にしたり、だれかから親切にされたりすることがありましたか。
	・本時の価値に関わるアンケートを提示する。
・親切にしたり、親切にされたりする相手には、家族や友人が多いことに気付かせる。

	展

開

前
段
	◇資料提示（教師の読み聞かせ）をする。

○感想を交流する。

・大量のみそが頭からかかったら腹が立つ。

・おやじさんは優しい人だと思った。
○ごみ袋を地面にたたきつけたとき、「わたし」はどんな気持ちだったのでしょう。
・何でこんなものが捨ててあるんだ。
・だれが捨てたんだ、腹が立つ。

・汗だくでやっているのに、どうしてこんな目にあわなければいけないんだ。
◎頑固なおやじさんからタオルをかけてもらったとき、「わたし」はどんな気持ちだったのでしょう。

・怒られるかと思っていたので驚いた。

・どうしてこんなに親切にしてくれるのだろうか。

・自分がやったわけでもないのになぜ謝るんだろう。

・このままでは仕事ができないのでありがたい。

・見ず知らずの自分にそこまでしてくれてうれしい。

・困っているので何とかしてあげたい。
・だれかが出したごみで迷惑をかけてしまった。
・気持ちよく仕事をしてもらいたい。

・自分のせいではないけど、困っているわたしをこのままにはしておけない。
○走り出した収集車の中で、「わたし」はどんなことを考えていたのでしょう。

・おやじさんの親切な気持ちがうれしかった。
・今日は気持ちよく仕事が終われそうだ。これからもがんばって仕事をしよう。
・困った時に、親切にしてもらえると気持ちがいいな。
・自分も困っている人がいたら親切にしたい。

	・登場人物の確認をし、「わたし」の気持ちを中心に考えることをおさえる。
・どの場面に着目したかをつかみ、発問につなげる。

・だれにも怒りをぶつけることができず、ごみ袋をたたきつけている「わたし」の気持ちや、赤ちゃんを抱いた女性が驚いているにも関わらず、怒りが収まらない「わたし」の気持ちに共感させる。
・おやじさんの行為に戸惑いながらも、その親切な気持ちに心が動く主人公の心情に気付かせる。

・おやじさんの気持ちを考えさせることで、だれに対しても相手の立場に立って行動することの素晴らしさを理解させる。
・「ごみを出した人でもないおやじさんに謝られても、うれしくないのではないか」と問いかけ、困っている人の立場に立って行動することが、相手を心地よい気持ちにさせていることに気付かせる。
・おやじさんの親切な気持ちが「わたし」を心地よい気持ちにさせていることに気付かせる。



	展開後段
	○家族や友達以外の人に親切にしたり、してもらったりして、心地よい気持ちになった経験はありませんか。
・重い荷物をもっていたおばあさんがいたとき、知らない人だったけど声をかけ、運ぶのを手伝うことができた。あとでおばあさんが「ありがとう」と言ってくれて自分もうれしくなった。

	・「だれに対しても親切にする」ことについて、これまでの自分の経験や考えを振り返る。
・仲間の経験や思いを聞かせることで、今後の自分の生き方を見つめさせる。

	終末
	◇「私たちの道徳」の「思いやりの心があるから共に生きられる」（Ｐ60・61）を読む。
	・だれに対しても思いやりの心をもって親切にすることの大切さを意味付ける。


２　学習指導過程
【深めの発問】


　「わたし」には、おやじさんのどんな気持ちが伝わってきたのかな。





●言語活動の充実


　おやじさんの気持ちについて話合うことを通して、多様な感じ方や考え方に接し、異なる意見を価値付けたり、他の児童にどう思うか問いかけたりして、価値についての感じ方や考え方を深める。









